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新
年
あ
げ
ま
し
て
お
的
で
と
う
む

ざ
い
ま
す
。
市
民
自
皆
様
に
は
、
希

望
と
頭
時
に
構
ち
た
新
春
を
健
や
か

に
迎
え
ら
れ
た
こ
E
と
お
醤
ぴ
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
市
制
施
行
五
十
潤
ザ
と

い
う
一
記
愈
す
べ
き
牢
に
あ
た
り
、
中

仇
宮
町
ハ
ム
民
態
の
開
開
館
に
あ
め
せ
た
記
念

式
典
を
は
じ
め
各
穫
の
記
帯
議
挙

行
事
者
濯
し
事
レ
た
。
お
か
げ
を
志

ち
ま
し
で
す
べ
て
め
企
盟
を
滞
D
な

く
終
了
さ
せ
る
乙
と
が
で
き
ま
し

た
a

市
民
の
醤
様
の
渇
か
い
織
協
力

と
力
強
い
関
支
援
戸
複
〈
感
謝
申
し

L
市
げ
ま
す
。
五
十
年
の
市
史
は
、
ま

さ
し
く
先
人
た
ち
由
積
年
C
A国
製
の

集
大
成
で
あ
り
、
一
一
十
二
万
市
民
の
で
き
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
σ

ど
ラ

皆
様
と
と
も
に
お
祝
い
が
で
き
ま
し
か
市
民
の
皆
様
の
手
助
け
を
お
騒
い

た
乙
と
は
有
意
義
な
ζ
と
で
あ
D
ま
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

し
た
。

ζezえ
は
、
先
人
た
ち
の
本
年
は
、
行
政
説
革
、
財
政
再
建

櫛
苦
労
と
栂
世
間
力
に
魚
け
な
い
よ
ラ
等
の
悶
緩
由
正
念
場
を
迎
5
え
る
こ
と

よ
り
硯
る
く
慰
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
な
り
、
昨
年
に
も
増
し
て
離
し
い

と
、
住
民
謡
祉
の
向
上
の
た
め
ま
い
年
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
行
政

迭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
間
意
を
が
渋
滞
す
る
乙
と
の
な
い
よ
う
艶
拐

新
た
に
し
た
択
罪
で
あ
り
ま
す
。
に
対
処
し
、
市
民
の
皆
様
の
御
開
解

ま
た
、
昨
年
は
、
韓
合
会
開
の
田
川
と
共
感
が
得
ら
れ
る
公
正
・
局
揮
・

ー
:
地
取
揮
が
開
会
、
県
晶
、
市
会
の
議
心
の
ふ
れ
あ
う
市
政
選
常
の
抽
喝
行
に

官
事
員
各
位
の
一
丸
と
な
っ
て
の
応
接
を
全
力
を
偏
注
す
る
覚
槽
で
あ
り
ま

詩
時
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
の
お
力
添
え
す
。

に
よ
り
予
想
以
上
に
早
〈
実
裂
し
、
本
年
が
市
民
自
皆
様
に
と
り
告
し

十
品
目
午
か
ら
は
い
よ
い
よ
昭
和
白
域
づ
て
健
涙
で
幸
多
量
平
穏
な
F?
と
な
る

〈
り
白
事
者
し
再
現
化
さ
せ
る
ζ
と
が
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

市

民

組

制

談

室

お

i
一

一

一

一

内

線

二

九

三

。
人
曜
日
明
樺
相
談

{
1月
泌
百
〈
火
)
、

2
R
1自
ハ
火
〉

O
行
一
政
務
署
銭
円
背
(
市
O

お
時
i
m時

。
一
般
法
棒
栂
談

2
局
員
(
木
〉
、

2
b月
8
日

(6

予
約
縦
ハ
箆
誌
で
も
可
)
、
刊
同
時
i
叩山時

。
宅
地
掻
物
相
談

1
免
民
自
(
火
〉
日
時
I
河
時

予
約
制
(
一
電
電
で
も
脅
〉

。
登
R
F
d
、
世
託
、
測
麹
栂
談

2
月
初
臼
(
京
〉
‘
刊
日
時
1
日開時

。
住
宅
相
談

1
月
沼
田
〈
火
〉
、

2
月
お
日
(
火
〉

qJVUゆリ
ji'
ロυ
一

-
除
!
1除

。
下
一
舗
議
引
相
談

1
月
泌
百
円
木
〉
治
時
ぬ
分
1
V四時

。
定
例
年
金
相
談

2
月
初
吉
(
木
)
幼
時
5tN時

。
一
一
融
市
民
相
談
一
時
日
(
た
だ
じ
、
土
瞳
日
は
ロ
時
ま
で
。
日

臨
祝
日
は
除
〈
〉

。
消
費
生
活
相
銭
信
週
金
曜
日
、
ぬ
時
i
話
時

。

喜

重

特

許

相

談

員

7
臼
〈
月
〉
議
会
時

青
少
年
樹
談
窓
〈
市
民
セ

yh出
i
一一一轡M

l
七一三一

月
く
金
蝿
臼
9
時
t
何
時
土
盟
日
は
日
時
ま
で

一
知
楠
栓
会
館
お
1
二
三
一
町
一
一
ニ

。
心
詑
ご
と
桶
駿
毎
週
月
韓
首
〈
第
五
を
除
〈
〉
何
時
時
i
お
時

。
母
子
相
談
毎
週
斉
i
金
盟
臼
9
時
i
m時
鉛
分

。
寵
底
究
鐘
相
談
揮
週
月
5
金
臨
百
9
時
i
m時

。
高
齢
者
職
難
相
談
犠
趨
月
j
金
曜
日
9
時
部
分
5
話
時

土
曜
百
は
立
時
ま
で

泉
市
合
同
阿
梅
談
?
月
怨
毘
〈
金
〉

刊記時
i
m時

平
震
北
口
琴
警
パ
ス
由
中
で
栂
談
裏
け
る
。



げ
浅
沼
海
佳

一
般
会
計
で
は
、
予
算
額
三
百
八
十

九
億
七
手
八
百
十
一
一
万
円
に
対
す
る
収

入
割
合
は
四
七
・
一
一
一
平
で
、
前
年
同
期

に
比
べ
る
と
一
・
七

r白
増
と
な
り
、

支
出
割
ん
け
で
は
泊
♂
・
九
引
で
、
前
年

比
ザ
了
四
軒
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
特
別
会
計
全
肱
で
は
、
予
算

に
対
す
る
収
入
割
合
は
四
九
・
八
軒
で

前
年
同
期
と
比
べ
る
と
七
・
一
軒
の
棋

と
な
り
、
支
出
割
合
は
問
…
一

7
0射
で

前
年
同
期
と
比
べ
る
と
六
・
一
山
市
の
械

で
、
全
律
的
L
も
踊
調
な
収
支
が
保
た

れ
て
い
る
。

福
間
同
一
抗
告
主
主
計
百
九
時
刊
号
ハ
話
器
一

z
J
f

持
層
去
三
門
誌
担
問
、
地
増
時
計
十
い
て
は
利
五
百
町
出
た
。

間
一
昨
昨
日
書
諮
問
時
期
車
部
ザ
凶
い
訪
町
立
前
引
君
主
一
丹
東
布
日
uj
い
は
同
医
…

ー
費
を
追
加
し
た
結
果
、
今
年
度
前
場
L
て
お
り
リ
樽
腕
比
で
み
る
と
芙

ξ
間
期
に
比
べ
?
三
軒
土
ま
わ
っ
て
い
前
也
会
一
月
末
日
説
在
)
の
芸
術
一
時
建
物
に
つ
い
て
は
、
中
央
公
民
館
、
託
。
百
七
十
八
億
一
一
一
六
百
十
万
円
と
な
っ
市
民
病
院
の
入
続
雇
暑
散
は
、
実

用

細

説

話

器

器

お

け

る

追

議

長

は

八

十

一

一

億

四

千

軒

を

占

め

て

い

る

。

一

方

、

産

財

源

る

。

喜

警

は

構

成

比

四

了

七

に

比

べ

、

手

五

億

九

千

六

百

八

万

六

ハ

皇

室

単

調

、

競

輪

場

選

手

指

書

誌

一

当

日

目

ト

u
u一

C
制
服
知
市
間
初
旬
%
九
五
百
八
十
八
万
九
手
向
で
、
九
月
末
日
に
つ
い
て
は
、
義
務
教
育
施
設
整
時
事
軒
で
、
前
年
同
期
に
比
べ

0
・

四

軒

下

千

円

の

捕

と

な

っ

て

い

る

。

等

の

新

築

に

よ

る

増

額

と

、

木

造

再

舎

は

延

べ

十

一

万

一

字

EU十
二
人
て
一

夜

孤

島

;

日

書

伴

う

謹

庫

支

出

金

百

一

了

九

軒

ま

わ

っ

て

い

る

。

主

な

内

容

は

、

土

地

に

つ

い

て

は

県

の

取

り

壊

し

に

よ

る

戒

警

、

差

し

引

塁

宅

言

五

十

人

と

な

っ

て

い

る

。

畑

鞘

謹

白

大

幅

な

怖

び

を

示

し

て

い

る

。

ζ
れ

お

よ

び

住

宅

供

給

公

社

か

ら

無

償

譲

与

品

七

億

五

百

八

十

六

万

九

千

円

の

乙

れ

は

豊

富

と

比

較

し

て

、

来

場

事

J

で
一
千
六
百
十
一
一
人
の
増
、

開

業

一

時

鞘

間

鴨

:

十

人

の

増

と

な

っ

て

い

る

。

験

講

講

一

時

節

秘

計

事

保

事

業

事

タ

共

方

庶

抽

療

造

事

詩

ン

害

地

底

部
輪
縫
改
選
持
セ
災
取
山
山

糊

民

市

京

葉

肉

琢

藤

由

。

競

溜

都

下

農

貴

交

京

総

一一

しE

平
壇
市
の
防
護
、
市
開
民
自
み
な
も
え
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
問
視
を
毒
に
、
国
や
県
の
支
出
金

(
補
助
金
〉
、
腕
輪
事
業
の
収
益
金
、
市
関
(
市
の
告
入
金
)
な
E
に
よ
り
運
営
苦
れ
て
い
る
。

ζ
う

し
た
収
す
八
が
、
問
民
の
た
め
に
ど
吉
使
わ
れ
て
い
る
か
を
お
知
ら
ー
せ
す
る
た
め
、
怪
年
六
月
と
十
一
一
月
に

前
財
政
諜
が
一
時
巌
状
混
の
公
表
」
を
待
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
昭
霜
五
十
七
年
度
上
半
期
(
五
十
七
年

四
月
j
九
月
)
を
中
心
に
お
知
ら
せ
す
る
。
ま
た
、
市
職
員
課
で
は
、
平
塚
市
職
舗
の
結
与
等
む
現

状
昔
前
民
的
み
な
苫
ゐ
に
知
っ
て
い
た
だ
〈
た
め
、
主
同
九
一
般
行
政
職
員
白
給
与
等
を
中
心
に
お
知
ら
ぜ

ず
る
。
詳
し
く
知
b
た
い
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
諜
へ
お
た
ず
れ
を
。

市民 1人当たむ員担額

市民税 47.557円
臨定資醗税 35.795月
都市計彊税 5.797月
議気税 4.659円
市たばζ 糖質説 3.709P3 
軽自動車税ほか 627月

合計 98.144内
民予算に対する金額

一般会計歳出の内訳

9月末日現在仁単位千円〉

款別 予算現額 構成比

議会費 405.983 10 0% 
総務投 4，048， 381 10.4% 
民生費 6.946.057 17，8% 
楕生摂 3.679.939 9，4% 
労働費 313.884 0， 8 % 
農村水産量業費 1.393.477 3，6% 
商工費 475，586 1. 2% 
土木費 8.258.日日5 21.2% 
消妨霊安 L479，055 3.8% 
教腎費 9，418，491 24.2% 
公留費}，928， 042 5.0% 
諸支出金 500.000 10 3% 
予備費 131. 220 0，3% 

歳出合計 38.978.120 100% 

盤

仁56年度支給割合〉

潮来 勤勉

6月 期 104月 分 0，5月分

12月期 109月分 0，6月 分

3月 期 0，5月 分 一一一
計 3，8月 分 1.1月 分

〈支給事〉 自己都合間

勤続20年 21月分 31 
勤 続30年 41. 25月分 59 
勤続35年 48，125月分 69

退

職

手

当

き?月20罰(木〕

午前 9時3日分開会

ところ市民センター

E発費者1敬称絡

-つるみね幼稚関 ノJ吋管水路子

・松延小学校PTA 和党主聖代子

・徳延母親クラブ 真木典子

・土屋生活学校 高癌悦子

ー神田掃人会 藤本サト子

-一般公募 高海絢子

嘩講演女性史研究家 山崎朋子先生

国手話通訳もつ宮ます。

と

計 5，6月分

計 5.65月分

2月256(金)~27 E1 (日〉

仁2治 3日〉パス旅行

・事事算人員 40人位潜』躍。

・護費 用 1人 28.000F号

・みどころ醤の飛騨見搭村

ミ鹿蔵ぴら吉(3耳ιろし〉

程 2月25日仁金つ午前8時出発

2 J'l27B (日〉午後6時局着

串申し込み市民最高地域づく b諜

市民生活係へ害加費者探えて申し込む。

電話 23-1111

とき

'8 



し
、
そ
の
農
地
の
相
続
人
が
引
き
続
き

長
期
間
鹿
継
続
農
地
と
し
て
認
定
を
南

戸「五日j

践務職員の 募
。撤収事務嘱託員 若干名

1資格年栴55，貰から60耗去で白明子

宮給与月額12万円混度

。勤労金館の管理業務嘱託員 1名

資格年齢55緯から6C措までの男子

'給早月額11万円程度

・勤務時謂中後4時 45分~午後9時 30分
ただし、土曜日は午後弔詩30分から。

。保種革語嘱託員の募集 l名

・資格 原健婦免許をき有する者。

a給与 月額13;庁内黒字度

省勤務t恥司午前9時から午捜 4時:<で。

土曜日は目的11時 30分 ま で 。 移 動 入 浴 サ

ーピスの開鍵業務。

。市販の履歴書を 1月21日 E金〉までに

職 員 諜 へ ( 選 活23--'1 1 1 1) 

玄花壇駅北口駅前地下道の壁面に掲げる

営業広告の算襲。

①広告按 47か所(1か所の大吉さタ

ー テ84師、ョコ114四〉
②使吊期間 4月 1白から 1母間

②料 金年額72， 000円 ~120， OOOPヨ
む範翻

〈使用場所によ担異なるコ

③決定方法識せんによD決定する。

aD夢事襲期鶴 1 Jl17日7)'031沼まで。

⑤申し込み 市公園線 地諜公E酉営理係

とき 1月288(重量)~30ぉ〈怒〉

ところ 梅遼デパート~着{謹喜葬場
内容①3平塚戸景の今昔

明治末期、昭和初期、現代白八景

③平壕春の花き¢紹介

パラ、 7 lJ~ジャ、カ-;;恭一三ノ翠

ン、洋らん等

①平塩銘菓の紹介

@郷土誌の液亮

担当市鶴工課観光棉



二え

るつどい

とき 2月 8臼 ω()13時 30分 ~

ところ平塚市勤労会館

講 師作家安西篤子民

テーマ 「昔の女と今の女j

申し込み 市地械づくり課市民文化係 f電話23
~1111)へ。 λ」昆無料

あ
ぜ
志
し
て
お
め
で
と
す
っ
ご
ざ
い
ま

伝
ず
。
「
悶
と
な
く
、
今
昨
は
よ
い
事
あ

駅
る
な
と
し
。
元
自
の
朝
、
晴
れ
て
嵐
無

唱
し
」
と
撃
余
詠
ん
だ
よ
っ
な
、
う
ら

ぱ
ら
か
な
母
の
始
め
で
し
た
。

H

，
一
月
一
日
の
夜
明
け
問
、
議
夜
公
民

気
館
秒
、
一
古
田
一
一
早
朝
マ
ラ
ソ
ン
の
舟
加
者

日
約
百
五
十
人
が
一
票
に
出
発
。
ゴ
l
ん

か
の
海
障
で
は
「
走
者
」
を
歓
翠
3
る
ト

四

y
話
あ
り
ま
し
た
。
騒
か
い
ト
ン
判

日
を
食
べ
な
が
ら
東
を
見
る
と
、
や
が
て

引
水
平
轄
に
若
太
陽

ghJ一君主

や
た
。
新
し
い
年
の
始
ま
b
で
す
。

品
ま
た
、
元
日
一
に
は
、
各
約
モ
活
気
に

沼
あ
ふ
れ
た
駅
伝
が
問
聞
か
れ
ま
し
た
。

A 
工広

日 時 1月2日日仁木) 1時 30分から

場所商工会誌育3階ホ、ん

歌山英夫民

。車江主安盟7霊主E車場 ・00枚

24時間利用で君る。ただし、午後10時 iJ'ら

翌日午前 8時までの闇は入出場はできない

。錦釘数慈主義 枚

休日をl接き24時鶴利用できる。

定期料金 17う、月 10.000伺

。3利用期間 58年 4 月 1 日 ~59年 3 月31臼

咽串し込み 1 月初日 ~31日までの聞に紅谷

町駐車場、錦町駐車場、市E対担談室、駅ピ

ノレサ}ピスセY占ーで申込醤を配布する。

受付は 2 月 1 臼 ~7 臼まで。申し込み多数

白ときは始せん。

平塚市事悪魔公社

電話23~11 1 

語
2第4月羅臼一一

自主義!こ事IJ;詩できます。〈額料開放〉

開設種[3，卓輩、パドミジトン、バスケット

軟式庭球(1~4時〉ノミレーポー

ノレ (4~8 時〉

東署緩呂とも、ラケット、

?丹関 〔毘〕午後?草寺~喜草寺

2見14臼〈月〕グ

2月28沼市〉 グ

君事動ので告る服装で重参加Lハ上ば昔照的運

動ぐっを用癒して〈だ在い。 改官内は土足農安

超過 体穂署寮 震童話31一刻苦奇襲需です。〉競技場内での歌賞は禁止です。
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、
山
内
直
択

均
一

ヨコ一
ら
…

ぞ
一

一
〈
神
田
中
3
年〕

-対象青年 20人
会催し物は申し込み制篭話かと来館を

会株安官臼 毎ス盟月曜日、 1月16目、 2月11日

会膏少年金輯干254浅間町12-41電話32-7029

カ峡商会

2月13日 〈日)1田時、 14時
「無法怯由一生」力ラー 105分稲境浩監

督、主潟三船撤郎、高蝿芳子、芥111比呂志

会こども映画会

2月 6日 C臼)1日時、 14時
「日本町民話シ』ーズ」カラーアニメ3日分

小判ととんぞう虫、松寿丸と巡礼ほか。

「社子春」力ラーアニメ21分

*こどものつどい
人形闇jや絞震などをみて、楽しい 18をみ

んなで過なそう。主演は、県立図書鍔「ほん

とおはなしきゃらばんJのみなさん。

期日 2月 9日ぐ京〉

・時間 1時-2時 (3歳-6歳位までコ

2時 -3時〈ノj、学校低学年コ

-申し込み 1月18日から受け付ける。

食休輯臼 毎週月曜日、月荒、 2月11日

， ，た鑓著書鍍 干254浅間町12-411韓議31-0415
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公美術教室「木版濁j

・耳耳目 1月18日-3J'l呂田 毎週火曜5

・時間 1掛寺30分-2世帯30分
・対象青年 20人
・持参参ずるもり 彫刻刀、ペニヤ等(1月18
日は鯖記用具のみ持書〉

*アコーデオン入門

・耳耳El 1月25日-3月158 毎週火曙B
'時間 18時30分-20時30分
・対象青年 10人
・持重参ずるもの アコ」ヂオン(相談に応じ

*特見IJIii日本刀展J
相<M物在中心に、刀剣j約 40援、鐸20点在麗

示している。

・期間 1月23臼仁臼〉まで

・金場特別腫示室〈入場無軒〉

*市内の横穴纂展

古壊輯代債期から串良時代にかけてつ〈ら

れた、高根横ヒ穴などの横穴慕を腹示している

・期間 2月158α0まで

・会場 寄贈占古コーナー〈入場時棋〉

*星を見る会
参加自由。当釘は斜学教室にお集まりを。

「半月聖児ょうJ

-日時 1月218(火コ 17時 -1盟時
「冬白星雲・墨田j

-自時 2月18日(金)17時 -19f時

女体験学習・くず粉を作ろう



盤韓盟議欝轟轟
軍軍会主畠 保健セジタ}

豊富受付 午揖 1時~2時

麹母子鍵離手帳本{冊・部j冊と輔記用

具を持書 (3iJ泥沼は本情的晶、

[3か月児1
2月 2日 57年10月 1 尽 ~10日空

2月 9日 57年10月11臼~初日生

2 J'l23日 57年10J'l21B~31B 主主

[3膿兇1
2月 3日 54年12月 1 日 ~10日生

2 月17 日 54年12 J'l 11 日 ~20B生

2月24日 54年12月21 日 ~31B 主主

予防接種の時間

午後1時部分から3時まで。旗印

の金場は午後2時から3時まで。

轟轟轟轟

翻対象機 1歳まで四赤ちゃん

翻受付午前 9時3C分 ~1住時30分

重量偲子鍵農苧瞳を持番

1月初日 大野公民館

1 J'l27日神田公民館

2月 1日 土居公匡議官

2月初日 横内団地集会場

毎月第 1~4水曜日 程鍵セY丘一

ささき ゆい

佐々木白衣ちゃん
会平車市撫子原3-18 日産車修

(揖〉にお勤めの佐々木控羽さん

く31藷〉と球美さん (26歳〉の長

女。身長72曲、悼重 9.0培、 57年
1月初日生まれ泊

パパは京都、ママは尾道出身、

そのうえ、転勤で平畢にきたばか

りなので知幻自いが少なく、人と

接する構余白少ない由衣ちゃん。

その分、お正月は京都で甘えてき

ました。上の揚がまだ主主えないが

素直でやさしい子にとママ。

醗輯 1期 3回受ける

・封書喪 2歳(2吋明〉から 4歳 (48
か月〉までの幼児.なお、接種間捕

は 2釦 3留とも 3週間から 8週間。

謹 輯2期寸限受ける

・対韓 揮 1織の 3回自カヨ終わって

から 1年以上1年 6iJ明以内の期間

に受ける.なお、第1期者早めに受

けて、揮2綴もなるべ<4歳までに

時7ずるようにしていただきたい.

[1月]

26自 中原公民倉官、金呂公民館、

民岡崎公民館

27日 神明品民館、国金田公民館、

国棋自公民館

28日 開鐘センター

韓盟盤霊盟藍襲覇轟

1月中に 8か月から稿 1歳になる

お子さんを対象に関〈。

書盟会場 平按探鑓リ所議室主

溺日時 2月 4日午後1時30分から

翻母子鍵属苧慢と筆記用具を持番

て

t"重付台""(応事事》宮製はがきに住所 父母のt"I;名';;Fちゃんめ
〈券築〉名まえよ生草月日・績の年齢電話 番 号 ・ 父 親 の 職 業

を曹いてお出しください。対童震は 1草未満の赤ちゃんです.応募された
はがきは、毎月20日 ζ20日開日]まで〉に開切台、翌翌月の広報艇に掲載し
ます。掲載した蔀ちゃ人には、苦乙吐写真と掲載広報紙j()部を護しあげま
す。<"今月の応募者は17人でした〉
欝晶てラモ・干254龍閣随J9番 1号・平壇市広報課蔀ちゃん募聾時日

総申し込品電話カ斗まがきで保健セン

ター〈中里34-17、質草話34-0311コ
'"'。

生活ー関連物資価格諦査
間貫生活モニター30人による12月の平均翻格です
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以
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緑化瞳進と市民の保全意識が高まるような作品、

また、市民の木 r<すのきJ、市民白桔「なでし

ζJ を市民に普及できるような作品a

φ!it;聾揮措市内に在住、在学、在勤

⑫応事轟件 ① 1人 2首以内、②1首20宇

以内〈機宇は1宇とみなす〉

..応事事方法 宮製はがきを使用し、住所、 E記名、

年齢、学校名 E学年〉または勤務先

電話番号在記入のζ と.

@応事事期出且 1月31日〈月〉まで。

φ応募先平254平車市浅間前 9-1

平壇市公盟罷絹地譲揖政係

基金の后標額は、 3年間で21億円。

基金から生み出された利子は、地域

福祉活動を進めるための福祉事業の

広い範聞に使用されている。あなた

の善意を社会福祉基金にご協力を。

渓在額 121，俗3，419内

(57年12月20日現在〉

331 

平理市社会福祉協鶴金量量磨 33-1377

平理市掴祉部保額臨 電話 23-1111
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知
の改革に当たった高野山遍照光院

住職頼慶〈頼渓〉が慶長14年亡16

09) 11月、成事知j涜に与えた文書

には「相州七箇寺随一乙或事矢口践j

としてある。

寺を帯したのは、同寺中興の翼

縫C1544~1618)であるa

実雄は足柄下郡中林原〈葺むJ、田

原市〉出身、高野山に主まって教義

を究め、次いで京都東寺で樺行し

た学f曽。郷里に帰って二宮町山ffi

に梅沢山等党院を建立し、由ち成

事知院に帯b、開寺i!'洪水によっ

て破壇されたままになっているの

を復興すべ〈現力中、慶長10年、

大山寺〈だいさんじ、おおやまで

ら〉日改革を意図した徳川語家曜に

抜て書されて同寺日i当八大坊の住

職となったが、成事知陪主再興の妻賢

志は捨てず、乙れを八曙大内の等

覚寺に帯して再興し、閤14年、東軍

皇軍の命によって、己れを戸崎著書富田

昌目当とし、等覚寺を末寺にした。

成事知践は、自ち〈金持続講〉

{こ等覚寺と合併して等覚障誌記事知

専と号し、関東穣梓34践由ひとつ

に挙げられ、鏡知際、観音寺その

他問宗諸寺の本曹となっていプヒ。

て文章壁臼井弘〉京おたずねは市交

i 成
Z 

E 成事知続〈じようじちいん〉は

5鶴嵩山八幡宮(現平壇八幡宮〉の

吉 ~IJ当をしていた寓言宗古義昭寺で

E畠る。

き ζ の寺は、もと東八捕の小宇上

E高間にあって高間山と号していた

Eが、近世に入ってから八幡大門

~ C明お町〕に事担、山号を鶴峯山と

5変え、当時八幡宮の目立当そしてい

~ 1c等覚寺とかわったのである。

5 ζ の寺は島正に賭され丈無く、関

E山、閣議、中11tまでの康代住輔な

Eども伝わっていないが、八蝿宮白

2もと田所在地をうんぬんし、更に

豆大住国府の所在地を推定しようと

5ナる者にとっては欠かせない存在

5として前々から注自されていたe

王 寺として白書学級は伝わっていな

Eいにしても、この寺む滋模が壮大

言で格式も高かったζ とにつρては

E寛永14年(1637) 4月28日記とあ

iる「相韓国大中郡鶴轟山戸幡宮之

さ記Jlj:"::0宮は聖武己定患神亀年中

5 く724~729) 宇佐八隣自分援を祭

さった乙と、 1醤 1社目霊場であっ
z 

5たζ となtそ述べた後「去者七堂

E制 整 Cがらんコ白鼠池〈ほうち〉

さ神社仏潟fj:.曜 C!t、らか〉主主主ベ主主
考書館望新ま軒を連ねj と記し、また

事警手青年占:スて墨書讃男竜君主華街翠持軍号
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蝿 筒 置曙措包ヌ住受覇軍事話回

指摺 タノレト・マズア

曲 恩③ジューマジ「空婚曲揮1番春j

②ドボルザーク「型曹曹曲第9番新世界よりJ

申入場無料入湯輯望者は、往復はがきに包所民名、

年齢、鍵摂津草号音蹄記のうえ、 2月 5臼までに市民

セジ虫ーへ申し込んで下さいc1人1枚〉

・平254 平寵市平謹軒程ま930軍慰担

く〉巡回泊稜 1 月21日〈金)1口時~15時古河篭
I/  1 fl22日亡土)10時........15時平塩駅北口/1
月27日〈木)10持 ----15時 古 河 得 工/1月29日

〈士九四時~15時 ダイクマくしらさ吉ライォYズ

クラブコ /1月30日 C自)10持~15時富士見公
民館〈富士見地区)/1月紅白(月) 10時 ~12時

支所/2月 3日仁木)10時~15時

5日〈土)10時~15時南平前〈な
でしιラシオンズクラブ)/2月 5臼仁土)10時
~15時 ダイクマ仁平塚中郡薬剤師会)/2月 7
日〈月)1α時~15時殿内工業/2 月 9 日げゆ
10時~1耳時 日揮ユニノミーすノレ・ 13時~15時

友重機械工襲/2 月12日〈土〉刻時~12時

農協岡崎支所・ 13時~15時ふじみ野聾金所 C間

輔地区〉

ん~ご協力あ引がとうございましたιーへ

五明ケ台高校143入、関西ペイント373人、日援

車体118入、怒胡区自治晶33入、 東海大学ロ」虫

}アクトクラブ 130人、中央農協酎点毎支所33入、
金自支所24入、駅前95人。
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